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稲
田
川
の
本
流
は
福
原
地
区
・
稲
田
地
区
を

西
か
ら
東
に
流
れ
、
来
栖
地
内
で
涸
沼
川
に
注

い
で
い
ま
す
。
稲
田
川
の
源
流
は
、
吾
国
山
の

西
側
に
あ
る
福
原
地
区
の
沢
と
寺
口
の
二
つ
で

す
。
沢
か
ら
は
兵ひ
ょ
う
ど
う
う
ち

道
内
へ
、
北
関
東
自
動
車
道

の
南
側
に
蔵
前
橋
、
新
蔵
前
橋
が
あ
り
、
さ
ら

に
北
に
行
く
と
枕
橋
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
橋
は

平
成
四
年
三
月
竣
工
で
す
。寺
口
か
ら
は
上
郷
、

兵
道
内
、
枕
へ
と
流
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
、
片

山
橋
の
西
側
に
あ
る
第
五
用
水
機
場
が
、
こ
の

二
つ
の
川
の
合
流
地
点
で
し
た
。
地
元
の
方
の

話
に
よ
る
と
「
そ
こ
に
堰せ
き

が
あ
っ
た
」
と
言
わ

れ
、
中
山
堰
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
現
在
は

第
五
用
水
機
場
の
西
側
が
合
流
地
点
に
な
っ
て

い
ま
す
。
片
山
橋
は
、
平
成
三
年
三
月
竣
工
で

す
。
こ
こ
か
ら
、
広
々
と
し
た
田
園
地
帯
が
み

ら
れ
ま
す
。
昔
は
片
山
橋
よ
り
下
流
の
所
で
頻

繁
に
洪
水
が
発
生
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

中
ノ
内
に
上か
み

の
下し
た

橋は
し

が
あ
り
、
平
成
五
年
三

月
に
竣
工
で
す
。
そ
の
橋
の
西
側
に
平
成
十
三

年
二
月
に
建
て
ら
れ
た
土
地
改
良
事
業
記
念
之

碑
が
あ
り
、「
平
成
元
年
十
二
月
福
原
上
稲
田

土
地
改
良
区
を
設
立
し
、
以
来
十
二
年
の
歳
月

を
経
て
関
係
諸
機
関
の
指
導
の
も
と
、
総
工
費

十
三
億
七
千
万
円
余
を
投
じ
、
総
面
積
八
十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
余
の
圃
場
が
整
備
さ
れ
た
」
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
北
に
伸
び
、
水
戸
線

を
越
し
て
福
原
駅
の
東
側
で
、
ゴ
ル
フ
場
（
新

地
）
付
近
に
あ
る
池
か
ら
並
木
、
長
久
保
、
駅

前
と
流
れ
て
き
た
福
原
川
と
合
流
し
、
水
戸
線

に
沿
っ
て
流
れ
ま
す
。
福
原
駅
付
近
も
昔
は
し

ば
し
ば
洪
水
が
あ
り
ま
し
た
。
稲
田
中
学
校
の

入
口
の
近
く
に
は
西に
し
ね
は
し

根
橋
が
あ
り
、
平
成
五
年

三
月
竣
工
で
す
。

　

元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）「
関
戸
村
差
出
帳　

下
書
」〈
仮
題
〉に
片
山
堰
、火ひ

野の

口く
ち

堰
、遠
と
お
の
し
た下
堰
、

大
堰
、
長
町
堰
、
蝿は
え

坊ぼ
う

田だ

堰
な
ど
が
書
か
れ
て

い
ま
す
が
、
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

稲
田
の
市
街
地
に
入
り
天
王
橋
と
更
に
下
流

に
神し
ん
で
ん
は
し

田
橋
が
あ
り
、
こ
の
橋
の
下
に
は
鯉
が
数

匹
泳
い
で
い
ま
す
。
平
成
十
年
に
「
こ
の
汚
れ

た
稲
田
川
を
何
と
か
し
て
鯉
が
安
心
し
て
泳
げ

る
き
れ
い
な
も
と
の
川
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う

か
」（
鯉
ま
つ
り
実
行
委
員
長
）
と
い
う
願
い

か
ら
、「
笠
間
市
ま
ち
づ
く
り
教
室
」
の
稲
田

班
が
稲
田
鯉
ま
つ
り
実
行
委
員
会
を
結
成
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
神
田
自
治
会
の
協
力
と
稲
田

地
区
の
各
子
供
会
に
呼
び
掛
け
て
三
月
二
十
八

日
に
試
験
放
流
と
し
て
鯉
の
稚
魚
三
千
匹
を
天

王
橋
と
神
田
橋
の
間
に
放
流
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
下
流
で
稲
田
の
大
広
・
入
道
・
前

山
・
石
ヶ
崎
（
富
谷
稲
田
線
）
を
流
れ
る
稲
田

沢
川
と
合
流
し
ま
す
。
稲
田
沢
川
は
石
切
山
脈

の
山
麓
を
流
れ
下
っ
て
い
ま
す
。
少
し
下
流
に

行
く
と
本
戸
か
ら
流
れ
て
く
る
宝
川
と
合
流
し

ま
す
。
下
流
に
行
く
と
、
来
栖
と
稲
田
の
境
近

く
に
来
栖
の
香
林
寺
と
い
う
地
区
が
あ
り
、
そ

こ
に
高た
か
さ
か
せ
き

坂
堰
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
下
流
に
行

く
と
、稲
田
地
内
の
東
端
の
と
こ
ろ
で
大
郷
戸
・

飯
合
か
ら
流
れ
て
き
た
川
と
合
流
し
ま
す
。
下

流
に
行
く
と
、
片
庭
の
二
所
神
社
の
北
西
を
水

源
と
す
る
枝
垂
川
が
片
庭
・
箱
田
・
石
井
の
南

側
を
流
れ
、
来
栖
で
合
流
し
、
そ
の
地
点
か
ら

わ
ず
か
下
流
の
所
に
小こ

塙ば
な

堰せ
き

が
あ
り
ま
す
。
来

栖
上
郷
の
水
利
組
合
員
は
、
四
月
初
め
に
集

ま
っ
て
水
利
組
合
総
会
を
開
き
、
土
手
の
草
刈

り
や
川
の
水
を
流
れ
や
す
く
す
る
た
め
に
ご
み

を
取
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
下
流
の
折
戸
橋
は

昭
和
三
十
八
年
一
月
竣
工
で
、
鯉
が
七
、八
匹

く
ら
い
泳
い
で
い
ま
す
。
下
流
へ
行
く
と
新
し

く
で
き
た
国
道
三
五
五
号
笠
間
バ
イ
パ
ス
の
来

栖
橋
南
の
信
号
の
北
に
来
栖
橋
が
あ
り
、
平
成

十
八
年
八
月
竣
工
で
す
。
来
栖
橋
南
の
信
号
を

笠
間
駅
に
向
か
っ
て
二
十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の

と
こ
ろ
に
見み

田た

た々

橋は
し

が
あ
り
、
昭
和
六
十
一
年

十
月
竣
工
で
す
。
そ
し
て
涸
沼
川
に
注
い
で
い

ま
す
。

　

延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
来
栖
村
の
「
村
差

出
帳
」
に
折
戸
堰
、
小
塙
堰
、
高
坂
堰
の
三
つ

の
堰
の
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

稲
田
川
は
、
周
囲
の
山
地
な
ど
か
ら
の
水
を

集
め
、
貴
重
な
水
を
地
域
の
住
民
に
供
給
し
て

い
ま
す
。
過
去
、
何
度
か
水
害
が
発
生
し
ま
し

た
が
、
河
川
改
修
も
行
わ
れ
、
洪
水
に
よ
る
被

害
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
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